




























１． 短時間の水中浸漬に限れば，試料 e の吸水膨張が有意に小さかったものの，すべての試料が
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表面硬度は溶媒に MMA を用いたものが良好な値を示した。表面ぬれは試料 f が最も高い表









①　 表面サイジングは親水性 CNF 成形体の有効な表面処理方法とはいえない。
②　 MMA 溶媒を用いた疎水化 CNF 成形体の試料が曲げ強さ，表面硬度，表面ぬれ性共に良好な
結果を示した。
③　 曲げ特性の向上には，一定の解繊度が必要であり，表面ぬれの改善には低い解繊度が望ましい。
④　 化学修飾で疎水化 CNF を用いた成形体の吸水量は，親水性 CNF 成形体と比較して大きく改
善する。























が望ましいことが分かった。さらに，疎水化 CNF 成形体の吸水量は親水性 CNF と比較して小さく
疎水処理効果の有効性が示された。
表面サイジングによる親水性 CNF 成形体の疎水化処理には限界があり，有効なサイズ剤と処理方
法が必要である。化学修飾により得られた疎水性 CNF は，成形体製作条件が機械的特性に大きく影
響を及ぼすため，製作条件の検討をさらに進めることにより機械的物性の向上が期待される。本研
究から得られた知見は，今後 CNF を義歯材料に応用するための研究の端緒を開く重要なものと考え
られ，よって本論文は博士（歯学）の学位に相応しいものと判断する。
